
- 1 -

令和６年度 桐生市立広沢中学校 部活動方針

１ 目的

学校教育の一環として、生徒の自主的、自発的な参加により行い、スポーツや文化及び

科学に親しみ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養、互いに協力し合って友情を深め

るといった好ましい人間関係の形成等を図る。

２ 本年度の部活動

（１）本年度設置する部活動について

運動部６部、文化部２部を設け、それぞれ顧問教師２名以上、生徒に部長、副部長をお

く。

【運動部】

①野球部（男女） ②バスケットボール部（男・女） ③バレーボール部（女）

④卓球部（男・女） ⑤サッカー部（男女） ⑥陸上部（男・女）

【文化部】

①吹奏楽部（男女） ②美術部（男女）

【臨時】 （R6：硬式テニス、柔道、剣道、体操）

群馬県中学校体育連盟が認めている競技部の公式大会に出場を希望する生徒は、校長が

許可の上、桐生市中学校体育連盟に申し出て、認められた場合はその公式大会に出場が可

能である。ただし、放課後の練習は学校では行わない。

（２）活動日及び活動時間について

各部においては、以下の基準により、年間をとおして計画的に適切な休養日等を設定す

る。

①週当たりの休養日の設定

・週２日以上（平日に１日と土・日曜日のいずれか１日は必須）の休養日を設定する。

※大会参加等により、やむを得ず土・日曜日に活動する必要がある場合は、代替休養日を

確保する。

・大会等には、コンクール、地域行事への参加等を含む。

・代替日については、できる限り直近の日とすることを原則とする。（土・日曜日の代替

が平日でも可とする）

・日曜日が大会等の場合、前日の土曜日の練習は可とする。

（三連休等の場合には、やむを得ない場合を除き１日は休養日とする。）
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②長期休業中の休養日の設定

・長期休業の意義を配慮して、土・日曜日は休養日とする。また、生徒が十分な休養をと

ることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程

度長期の休養期間を設ける。

※なお、大会参加等により、やむを得ず土・日曜日に活動する必要がある場合は、代替休

養日を確保する。

・学校閉庁日は、原則として活動を行わない。

・土・日曜日の代替休養日については、①に準ずる。

③活動時間

・合理的でかつ効果的・効率的な活動を行い、長くとも平日では２時間程で練習を終える

こととする。学校の休業日（学期中の土・日曜日を含む）では、３時間程度で活動を終

えることとする。

※なお、練習試合等でやむを得ず終日の活動となる場合は、生徒の健康管理に十分配慮し

て、休養時間を適切に設定し、無理の無いようにする。

・平日の部活動終了時刻は、次のとおりとする。

〈 授業日 〉

４～９月 帰りの学活終了後 → １８：００完全下校

１０・２・３月 帰りの学活終了後 → １７：３０完全下校

１１～１月 帰りの学活終了後 → １７：００完全下校

・中間、期末テスト前の部活動は、原則として３日前（日曜・祝日を含む）より休止とす

る。ただし、大会が近い部については、学活終了後１時間程度の練習は認める。

・各学期の定期テスト最終日は、原則として部活動実施とする。ただし、顧問の判断で休

止とする場合もある。

３ 部活動への入部・転部・退部について

・全学年、希望入部制とする。

・部をやむを得ず変更、または退部する場合は、保護者ともよく話し合った上で、顧問、

担任、本人の三者で相談して決定することとする。（転部及び退部する場合は、届を提

出する。）

・新入生の仮入部については、部活動紹介の日から２週間程度とし、

部活動見学期間【４月１０日（水）から４月１８日（木）】として実際に練習に参加す
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ることができる。見学期間中の部活終了時刻は１６：４５（１６：００）とする。※仮

入部期間休日の部活動参加は、原則禁止とする。

※本入部は、４月１９日（金）の部活動集会からとする。

・入部する場合は、３年間続ける強い意志をもつことが望ましい。

・個人競技や集団競技問わず、部活動は部員全員で活動することを基本とする。

・部活動を休む場合には、必ず顧問に事前に連絡をする。

５ 部活動運営

（１）外部指導者について

専門的な指導を求める生徒や保護者のニーズに応えるとともに、教職員の指導力の向上、

負担軽減のためにも、校長の了解の下、（部活動指導員や）外部指導者を活用する。

※ただし、部活動は学校において計画する教育活動であることを踏まえ、顧問との役割分

担を明確にした上で、各部の状況に合わせて活用する。

（２）部活動検討委員会について

適切に部活動を実施するため、学校職員、保護者、地域スポーツ関係者、地域文化関係

者、地域医療関係者等で組織する部活動検討委員会を設置する。設置に当たっては、学校

評議員会などを活用する。

今後の生徒数減少に伴う学級数減や、生徒の安全確保を目的として顧問を複数配置する

事などを考慮しながら、適切な部活動の数や、常設外の部活動の受け入れを検討していく。


